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ヤマシギScojopα”us“CCIαはヨーロッパからシベリア，中国北部，1-1本にかけて，ユー

ラシア大陸全域に広く分布し，冬期は地中海から北アフリカ，に'１｢Ii1I櫛祁，インド，東南ア

ジアで越冬する（Ｃｒａｍｐｅｔａ1.1983)．日本では北海道・本州北部・伊豆諸烏で繁殖し，

西南日本で越冬することが知られている（日本烏学会1974,ｎ本野鳥の会1978)．越冬地

は南西諸島におよび奄美，沖縄，八重山諸島でも冬期の記録がある（沖縄野鳥研究会１９８

６，環境庁1988)．しかし夜間活動性であるため，その活動が人｢1にふれることは少なく，

狩猟烏として多く捕准されている剛には，1-1本でのﾉLk態に関する洲在はほとんどなされて

いない．

著者らは1992年３月，トカラ列島中之島に滞在し，1-1本野鳥の会によるアカヒゲの巣鮪

架設作業を行なった際，昼間，道路際の林から飛び立つヤマシギを何回か目撃し，この時

期，この!;Ijには本土よりかなり尚精度でヤマシギが4三思しているとの印象を持った．そこ

で,夜間にI‘|動巾をもちいて林道をまわり，島内に生‘臥しているヤマシギの堆息状況に|災lす

る調査を行なったので報告したい．

調査地および調査方法

トカラダリ脇は新生代第_皇紀から第四紀に形成された比較的新しい火111列島で，屋久脇と

奄美大脇のあいだに位置し，北東から南西に連なる12の島々と岩礁からなっている．’'1之

島はそのうち北から２番目，北緯29.50'，東経129.48'に位置し，長径約9.5kｍ，短径約５

kｍ，周囲約25kｍ，面積約34.5kｍ2の北西から南東へ長円形に伸びた脇である．島の北西

側には現在も火山活動を継続!'』のトカラ列島股高峰の御岳（979ｍ）がそびえ，南東側に

は先割岳（524ｍ)，ジンニョム岳（437ｍ）などの低い山がある．

島の中央部はほぼ標高200ｍの平畑な地形で，牧.IIIIf地と湿地があり，トカラウマとウシ

の放牧が行なわれている．御岳の111麓や南部のヤルセ付近ではシイ・タブの照葉樹林がみ

られるが，集落の近くや道路にそった場所では，照葉樹の伐採後に植絞されたといわれる

1994年lＵ]2511受理

キーワード：理境選択，トカラダリ脇，【|'之島，夜間センサス，ヤマシギ



8０

クロマツにリュウキュウチクが侵入して繁茂している二次林の景観がみられる．海岸近く

ではハマヒサカキ．マルバニッケイ，ハマビワ，トベラなどの海岸植生がみられる．島の

中央部，楠木・里村・船倉の集落周辺にはアコウやガジュマルからなる屋敷林，バショウ，

ゲットウなどの植栽がみられる．島の海岸線はほぼ全域にわたって岩礁で，山から急傾斜

の沢がそのまま海につながっている．川は短く，急流だが，河口部付近にはオオウナギや

テナガエビが生息する．

まず予備調査のため，３月６日の夜，２０時１分に里村の集落を出発し，烏を左回りに２０

時30分まで自動車を走らせたところ，３羽のヤマシギを記録し，帰路さらに1羽を記録し

た．この調査方法は夜間に行動するヤマシギ類には有効であるという印象をもったので，

里村から高尾をとおって，御岳を右回りに一周するコースを定め，６，７，８日の夜，各

１回の林道上のセンサスを行なった（表１）．右回りとしたのは予備調査による撹乱を避

けるためである．センサスは御岳の麓を一周している林道を，時速5.5～７ｋｍ/hで車を走

らせ，林道上とその周囲で目撃できたすべてのヤマシギの個体数を数え，行動と目撃地点

を記録する方法で行なった．調査コースは全長約19.2kｍで，そのうち里村の集落を中心

に約5.8kｍの区間と，途中，数十ｍから数百ｍにわたって部分的にアスファルト舗装がし

てある区間が４か所（合計1.0kｍ）あった．それ以外は砂利道で，海岸線にそっている部

分は急勾配の斜面になっている部分が多かった．

目撃地点を地図上に正確に記録するために，調査開始地点からの走行距離を自動車の走

行計で50ｍ単位で測定しながら目撃地点を記録し，調査終了後，マップメーターをもちい

て，測った起点からの距離に応じて，地図上にヤマシギを目撃した地点を記録した．

ヤマシギを発見した時は，自動車に遭遇したときの行動，群れの大きさ，最初に目撃し

た地点，降りた地点，飛び去った方向，停空飛期している高度などの記録を取った．車の

進行方向へ飛去した個体が，そう遠くない場所に着地したと思われる場合，その付近から

飛び立った個体は同一個体とみなした．

結果

予備調査の４羽に加え，３日間，合計５時間32分の調査で，のべ80個体のヤマシギを目

撃した．アスファルト舗装された道路部分では，ヤマシギをまったく目撃することができ

表１．中之島におけるヤマシギの夜間センサス結果．

Ｔａｂｌｅ１．ResultsofnightcensusofWoodcockｓｏｎＮａｋａｎｏ－ｓｈｉｍａ．

観察日

Ｄａｔｅ

時 間 天 候 平 均 時 速＊

observationtimeweatherspeed（kｍ/h）

目撃回数（個体数）

ｎｏ・ｏｆｓｉｇｈｔｉｎｇｓ

（no､ｏｆbirds）

6thMarch

7thMarch

8thMarch

21:07～23:02

20:18～22:31

20:36～23:０２

◎/●

。

◎/●

6.99

6.04

5.51

＊未舗装道路での平均速度

Ａｎａｖｅｒａｇｅｓｐｅｅｄｏｆｔｈｅｃａｒａｔｕｎｐａｖｅdroads．
＊＊未舗装道路での密度

ＭｅａｎｄｅｎｓｉｔｙｏｆｔｈｅＷｏｏｄｃｏｃｋａｔｕｎｐａvedroads．

1６（15）

２８(34）

２７(31）

密度＊＊

density

(no・ｏｆbirds/k、）

1.21

2.74

2.50
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なかった．それに対し，未舗装の林道１ｋｍあたりの密度は1.2から2.7羽であった．観察

地点は，周回林道の北西部に集中しており，南東部では未舗装の道路があるにも関わらず，

ヤマシギは３月６日に池原付近で１羽を目撃しただけであった．

目撃した84羽のヤマシギ中81羽までが，道の両側の側溝，崖の斜面，道ぞいの茂みから

飛び立って，自動車の前照灯がとどく範囲を飛期しながら横切ったのをみつけたものであっ

た．残り３羽は道路上に降りているのを発見した．飛期したのち自動車の前方の地面に降

りる個体もあったが（15例)，多くは飛び立ったのち，いったん上空へ高く舞い上がって，

しばらく（時には１分近く）停空飛期してから，左右の森の中へ飛去した．停空飛期はほ

ぼ地上１０ｍ前後の高さで行なわれたが，懐中電灯の光が届く限界ちかく（20ｍ以上）まで

舞い上がって，飛去する個体もいた．１羽は低高度で自動車に向かってきて糞をしたのち，

サイドミラーをかすめて後方へ飛び去った．

観察された個体はそのほとんど（84例中67例，79.8％）が単独で，２羽が５回，３羽と４

羽が各１回であった．４羽が同時に目撃された場所は，道路脇に掘られた浅い穴の中に多

くの糞が散らばっていた．

考察

石川（1992）は今回の調査とほぼ同じ方法で，奄美大島と沖縄でアマミヤマシギＳ・

ｍｊｒａの調査を行ない，個体群密度に関して有益なデータを得ている．それによると奄美

大島では調査地域の環境によって大きな幅があったが，平均密度は３月が1.8羽/kｍ，若

鳥が出現する６月が2.1羽/kｍであったと報告している．著者のうち，上川と長野は奄美

大島で同様の方法でアマミヤマシギを観察しているが，アマミヤマシギは自動車が接近し

た場合にほとんど飛び立たず，林道上で目撃されるのに対し，ヤマシギはより素早く反応

して飛び立っていた．おそらく自動車の接近に対して，ライトが届く前に飛び立って逃げ

去り，記録されなかった個体もいたものと思われる．石田（1992）の報告とこの調査の結

果を単純に比較することはできないが，中之島のヤマシギは，この季節，沖縄や奄美大島

の二次林を多く含む環境のアマミヤマシギに近い密度で生息しているといってよいだろう．

ヤマシギは基本的に単独性のシギであり，群れることはないといわれるが，採食条件や

地形によっては数羽が集まることがあるといわれている（Ｃｒａｍｐｅｔａ1.1983)．ヤマシ

ギのおもな食物はミミズやケラなどの土壌動物なので（Ｃｒａｍｐｅｔａｌ・’983)，林道際の

落葉などの有機物が堆積した部分や湿った部分はこれら土壌動物の密度が高く採食しやす

い場所のひとつなのかも知れない．川路ほか（1988）は中之島において，降雨の後などに

道沿いの側溝にアカヒゲErjtﾉjacusAomadorj，アカコッコTurdusceﾉαe凡Ops，シロハラ

凪ｐα"jdus，シロハラホオジpEm6erj宮atrjstramjなどが群れて採食しているのを観察

している．雨の後にミミズが地表に出てくるのはよく観察されることで，こうした側溝は

一時的に好適な採食場所になると思われる．今回の調査でも同時に３羽，４羽が，近接し

た範囲で記録されているのは，好適な採食場所に集まった結果なのかもしれない．

同じ林道中でもアスファルト舗装された部分では，ヤマシギがまったく記録されなかっ

たことは，舗装道路では測溝もコンクリートで固められているので，ヤマシギの採食場所

にはならないのではないかと思われる．このことは今後，ヤマシギの生息地保全を考える

上で重要な事実であると考えられる．



8２

今回もちいた，自動車による夜間センサスという方法は，道路際に活動のために出てく

る夜間活動性のヤマシギ類の個体数を推定するには有効な方法と思われる．しかしこの方

法にはいくつかの問題点はある．たとえば記録の精度には，(1)自動車の速度，ライトの届

く範囲という物理的条件が大きく関わってくるだろう．夜間の目視観察ということから，

(2)調査者の能力（視力，経験や慣れ）なども精度に大きく影響すると思われる．また，（３）

夜間，林道を自動車で走ることによるヤマシギ自体への影響（車が近づく音によって目撃

されるまでに飛び立ってしまう）も考えねばならない．さらに，この方法が夜間にヤマシ

ギやほかの烏を追い散らす結果になることや，夜間，林道上に活動のために出てくる小動

物を車でひいてしまう危険など，自然保護上の問題も考えねばならないことである．

今回数えられたヤマシギの個体数が，この季節，中之島に生息する個体群のどれくらい

の部分を代表しているのかについては，これまで国内における研究報告がほとんどないヤ

マシギのような種については，あくまでも相対的な比較にしかもちいられない，というこ

とである．センサスの結果からの個体数推定は，実際にその生息地にその季節，どれだけ

の烏がどういう分布様式で生息しているのかについての基礎的な情報があってこそ，意味

のある数値となってくる．ヤマシギの夜間の行動様式・分布様式についての研究が望まれ

るところである．しかし，この方法で各地の相対密度を比較することは，それなりの意味

を持っていると思われる．

ところでＣｒａｍｐｅｔａｌ．（1983）には「北部琉球列島では両種（ヤマシギとアマミヤマ

シギ）が繁殖している」という記載がある．もしこれが事実なら，琉球列島より北にある

トカラ列島でもヤマシギが繁殖していて不思議はない．しかし奄美・沖縄ではヤマシギは

冬鳥であることは確実である（沖縄野鳥研究会1986)．トカラ列島については川路ほか

(1988）が，中之島で５，６月にライントランセクト法で調査を行なっているが，ヤマシ

ギは記録されていない．森岡（1990）も夏期（６～８月）に中之島と諏訪之瀬島を２回，

宝島，平島，悪石島を各１回訪れ，調査をしているが，その鳥類リストにヤマシギの名は

ない．著者の守屋・江崎が所属する鹿児島大学野鳥研究会では継続してトカラ列島の鳥類

調査を行なっているが，ヤマシギの記録はすべて１０月から４月までの秋・冬・春期に集中

しており，夏期の記録はない．また長期にわたって悪石島小中学校に勤務した新屋

(1978）によると，トカラ列島ではヤマシギは各島（口之島，中之島，臥蛇島，平島，諏

訪之瀬島，悪石島，宝島）に数多く渡来し，越冬はしているが，繁殖はしていない．これ

らのことから，トカラ列島のヤマシギは越冬のために渡来するだけで，繁殖はしていない

と考えられる．Ｃｒａｍｐｅｔａｌ．（1983）のヤマシギに関する記戦は明らかに誤情報による

ものである．

終わりに，今回の調査の機会を与えられた日本野鳥の会研究センター，および現地にお

ける調査のアレンジをしていただいた同センターの池Ｈ１昌枝（当時)，藤田剛の両氏に感

謝する．

要 約

トカラ列島中之島において，1992年３月にヤマシギの調査を行なった．夜間に自動車からセンサス

を行ない，合計84羽のヤマシギを記録した．アスファルト舗装された道路部分では，ヤマシギをまっ

たく目撃することができなかったが，未舗装の林道１ｋｍあたりの密度は1.3から2.5羽であった．観
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察地点は，島の北西部に集中しており，南東部では未舗装の道路があるにも関わらず，１羽を目撃し

ただけであった．

今回もちいた，自動車による夜間センサスという方法は，道路際に活動のために出てくる夜行性の

ヤマシギ類の固体数を推定するには有効な方法と思われる．
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